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市
場
拡
大
が
続
く
不
特
事
業
。

投
資
家
保
護
の
強
化
を
目
指
し

自
主
規
制
ル
ー
ル
策
定
へ

　

不
動
産
特
定
共
同
事
業（
以
下
、
不
特
事
業
）の
市
場
拡
大
と
適
正
化
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る（
一
社
）

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
協
議
会（
会
長
：
田
中
秀
夫
氏（
㈱
エ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役
会
長
））。

研
修
等
を
通
じ
た
事
業
者
の
資
質
向
上
と
併
行
し
て
、
投
資
家
保
護
の
た
め
の
自
主
規
制
ル
ー
ル
の
策
定
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
、
田
中
会
長
に
聞
い
た
。

制
緩
和
や
補
助
金
な
ど
自
治
体
の

協
力
や
、
地
元
の
ゼ
ネ
コ
ン
や
金

融
機
関
、
そ
し
て
投
資
家
の
理
解

が
必
要
で
す
」

販
売
時
提
供
情
報
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
公
表
へ

　

―
―
協
会
設
立
か
ら
５
年
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
「
会
員
企
業
同
士
が
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
し
合
う
交
流
会
、
会
員
従

業
者
向
け
の
研
修
会
、
国
土
交
通

省
等
の
各
種
検
討
会
へ
の
出
席
、

税
制
改
正
要
望
や
政
策
提
言
な
ど

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
新
規
会

員
の
獲
得
も
進
め
、
５
年
間
で
37

社
ま
で
増
え
て
い
ま
す
」

　

―
―
今
注
力
し
て
い
る
活
動

は
？

　
「
投
資
家
保
護
を
目
的
と
し
た

自
主
規
制
ル
ー
ル
の
策
定
で
、
わ

れ
わ
れ
の
長
年
の
懸
案
事
項
で
も

あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
活
用
に
よ
り
投
資
家
層

の
裾
野
は
大
き
く
広
が
り
ま
し

新
規
出
資
額
は
４
千
億
円
超
。

Ｃ
Ｆ
通
じ
認
知
度
も
向
上

　

―
―
不
特
事
業
の
現
状
は
？

　
「
１
９
９
４
年
に
不
動
産
特
定

共
同
事
業
法
（
不
特
法
）
が
施
行

さ
れ
て
以
降
、
同
法
に
基
づ
き
不

特
事
業
の
許
可
を
得
た
事
業
者

は
、
現
在
２
７
０
社
を
超
え
て
い

ま
す
。
不
特
事
業
の
新
規
案
件
数

も
、
２
０
２
４
年
度
に
は
１
０
６

２
件
と
１
０
０
０
件
を
突
破
、
新

規
出
資
額
も
４
２
６
３
億
円
に
達

し
て
い
ま
す
」

　

―
―
17
年
の
不
特
法
改
正
で
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
不
特
事
業
を
取
り
扱
え
る
事

業
者
は
２
７
０
社
ま
で
増
え
た
も

の
の
、
宅
建
事
業
者
の
約
13
万
社

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な

い
。
そ
の
た
め
、
ご
く
限
ら
れ
た

投
資
家
の
目
に
し
か
触
れ
な
い
商

品
で
し
た
。
そ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
広
く
販
売
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
少
額
か
ら
か
つ

気
軽
に
投
資
で
き
る
商
品
と
し

て
、
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦

な
ど
へ
の
認
知
が
一
気
に
高
ま
り

ま
し
た
」

　

―
―
投
資
対
象
の
不
動
産
の
範

囲
は
広
が
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
大
都
市
圏
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
店
舗
、
賃
貸
住
宅
な
ど
が
中
心

で
す
が
、
ホ
テ
ル
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア

施
設
な
ど
を
投
資
対
象
と
す
る
不

特
事
業
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

期
待
で
き
そ
う
な
の
は
、
地
方
自

治
体
が
所
有
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｅ
（
公
共

不
動
産
）
の
再
生
。
老
朽
化
が
進

ん
だ
施
設
や
遊
休
施
設
な
ど
、
わ

れ
わ
れ
不
特
事
業
者
が
関
与
す
る

こ
と
で
よ
り
よ
い
ご
提
案
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
た
ち
の

ま
ち
の
た
め
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
投
資
し
た
い
と
い
う

住
民
も
多
い
で
し
ょ
う
し
、
社
会

貢
献
的
事
業
で
あ
れ
ば
、
多
少
利

回
り
が
低
く
て
も
多
く
の
投
資
家

に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
」

　

―
―
地
方
創
生
へ
の
寄
与
も
期

待
で
き
ま
す
。

　
「
国
や
自
治
体
の
税
金
、
地
元

金
融
機
関
の
融
資
、
投
資
家
の
資

金
な
ど
不
特
事
業
に
よ
り
多
様
な

資
金
を
集
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店

街
や
公
共
施
設
の
再
生
に
活
用
す

る
な
ど
、
可
能
性
は
大
い
に
あ
り

ま
す
。
実
際
、
地
方
都
市
で
の
不

特
事
業
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。
た

だ
、
大
都
市
圏
と
比
べ
収
益
性
の

面
で
課
題
の
あ
る
地
方
都
市
で
不

特
事
業
を
成
り
立
た
せ
る
の
は
、

非
常
に
難
し
い
。
新
規
案
件
数
に

お
け
る
地
方
物
件
の
割
合
も
、
ま

だ
25
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
規

た
。
そ
の
一
方
で
、
不
動
産
投
資

に
不
慣
れ
な
方
々
が
、
商
品
特
性

を
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
投
資
し

て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
協
議
会
の
会
員
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
部
で
は
、
高
い
利

回
り
を
強
調
す
る
一
方
で
、
リ
ス

ク
に
関
す
る
説
明
が
投
資
家
に
と

っ
て
分
か
り
に
く
い
商
品
を
提
供

し
て
い
る
事
業
者
も
い
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
投
資
が
で
き
る
た

め
の
環
境
を
、
不
特
事
業
者
独
自

の
自
主
規
制
ル
ー
ル
に
よ
り
実
現

し
た
い
」

　

―
―
具
体
的
に
は
？

　
「
宅
建
事
業
者
の
重
要
事
項
説

明
と
比
較
し
て
情
報
提
供
の
程
度

に
つ
い
て
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
た

め
、
一
定
の
自
主
規
制
ル
ー
ル
を

定
め
た
い
。
25
年
９
月
か
ら
（
一

社
）
不
動
産
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
協
会
と
合
同
で
『
自
主
規

制
ル
ー
ル
の
検
討
会
』
を
３
回
に

わ
た
り
開
催
。
弁
護
士
や
税
理

士
、
一
般
投
資
家
に
加
え
て
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
国
土
交
通

省
及
び
金
融
庁
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
不
特

事
業
者
が
商
品
を
販
売
す
る
際
に

提
供
す
べ
き
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
ま
と
め
、
事
業
者
に
限
ら

ず
一
般
に
も
公
表
し
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
現
在
進
行
中
の
省
令
政

令
改
正
と
の
歩
調
も
合
わ
せ
、
26

年
度
中
に
は
自
主
規
制
ル
ー
ル
を

策
定
し
た
い
」

協
議
会
会
員
で
あ
る
こ
と
を

事
業
者
の
信
頼
の
証
に

―
―
会
員
拡
大
に
つ
い
て
。

　
「
既
存
会
員
か
ら
の
紹
介
に
加

え
、
不
特
事
業
認
可
を
得
て
い
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
事
業
を
手
掛
け

て
い
な
い
事
業
者
を
中
心
に
、
入

会
を
促
し
て
い
く
。
研
修
等
に
よ

る
会
員
の
資
質
向
上
や
、
自
主
規

制
ル
ー
ル
の
策
定
等
を
通
じ
、
当

協
議
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
が
信

頼
で
き
る
証
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

（
一
社
）不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
協
議
会
会
長

田
中
秀
夫
氏
に
聞
く


